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亘
松村暢隆著
幼児の知的発達
関西大学出版部 (1990. 3) 
千篇をこえると言われる論著をもって壮大な の理論を展開している。例えば三つ山問題では、
「発生的認識論」の体系化を企図したピアジェ この概念を「視覚的視点取り」の発達的推移の
の学説も、 70年代以降、 「臨床的観察」場面で なかで「水準1」 （見える物の視点取り）から
いろいろ工夫をこらした実験課題のうち、典型
的なピアジェ型ではない課題、例えば「三つ山
問題」に回転や移動あるいは葛藤を導入し、難
「水準2」（見え方の視点取り）へと区分し、
さらに一段複雑な「認知的視点取り」へも外挿
して、各固有領域間に共通した発達傾向を帰納
易度にヴァリエーションをつけるなど条件変化 しようと試み、認知領域では水準3(相互的視
をとおして新たに獲得された結果の批判的検討 点取り）の発生に言及する。
から、再吟味されるようになってきた。
標掲の一著は、こうした近年の認知発達研究
この説明様式を「言語伝達における視点取
り」や「向社会的行動と視点取り、共感」の問
の新しい動向のなかで、ここ10数年来、もっば 題にも拡張して、 「指示物伝達課題」における
ら3-6歳の幼児を対象として実験と観察を着 メッセージと意図の区別と理解、 「言語化課
実に積み重ね、学会誌等で一連の論文として世 題」における叙述の視点性が、いずれも視点取
に問うてきた研究の成果を一旦体系づけ、おそ りの機制とその発達を基盤として説明されねば
らく自ら新たに研究の展望を拓きたいとの抱負 ならない所以を説き、また共感の発達や道徳的
から、幸い本学の出版助成を受けて、全編1暉t 判断の発達にも、自己と他者との間で立場の交
(231頁）よりなる一書に纏めた力作である。 換が理解できなければならぬ次第から、やはり
目次で構成を見ると、第1章「序論：認知発 視点取り（情動的、認知的）の機制は欠くべか
達の把握」、第2章「視覚的視点取り」、第3 らざる概念装置であると論ずる。
章「視点と描画」、第4章「認知的視点取り」、 氏の立論からすれば、子供の知的情報処理が
第5章「言語活動と視点」、第6章「向社会的 論理のレベルヘ発達していく道程の解明は、ど
判断」、第 7章「類概念と類否定」、第 8章 う考想されるのだろうか。著者はこの問題につ
「類と関係の対二項性」、第9章「見かけと本 いても、一方で「類と補類」の関係から「否
当の区別」、そして第10章「総括：幼児期の認 定」理解の発達過程を追い、他方、関係概念
知機制」となっており、加えて各章の扉には節
と小見出しが一覧表記されていて、思うに先行
オーガナイザーの役割を果たしている。
このようなフレームワークのなかで氏は、ま
ず幼児期に形成される「二重表象」、つまり同
じモノを2通りの異なる仕方で表象する認知機
制を、 「視点取り」 (Perspective-taking)と
いう基本概念で一貫して説明しようとする独自
（例えば大小、細大）を2次元に組み合わせた
「対二項性」の理解から、ここでも視点取りの
心理機制が土台となっている有様を実証的に跡
づけようとする。
実証的発達研究の類書のなかでも、理論的に
ひときわスケールの大きい問題提起の好著であ
ると思う。氏の今後の研究の大成を希い、筆を
欄く。 （中島巖）
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